
市街地を周遊するきくちべんりカーの車
内。知らない乗客同士でも挨拶や日常
会話が飛びかう、のどかな時間が流れる

「�

病
院
に
、買
い
物
で
し
ょ
。
こ
れ
の

お
か
げ
で
生
活
が
で
き
て
い
る
の
」

「�

車
の
運
転
は
し
な
く
な
っ
た
け
ど
、

街
ま
で
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
本

当
に
助
か
っ
と
る
よ
」

公
共
交
通
は
、
市
民
の
生
活
を
支

え
る
大
事
な
移
動
手
段
。
本
市
で

は
路
線
バ
ス
に
加
え
、「
き
く
ち
べ

ん
り
カ
ー
」、「
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
」

が
運
行
し
て
い
ま
す
。
菊
池
の
交
通

の
現
状
を
追
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
振
興
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０
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地
域
の
交
通
手
段
を
乗
って
残
す

　
べ
ん
り
カ
ー
は
平
成
20
年
に
は

利
用
者
が
10
万
人
を
突
破
。
平
成

22
年
に
は
べ
ん
り
カ
ー
と
あ
い
の

り
タ
ク
シ
ー
の
交
通
体
系
が
評
価

さ
れ
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。

　
安
価
で
市
内
の
交
通
を
助
け
る
、

あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
と
き
く
ち
べ

ん
り
カ
ー
。
交
通
が
弱
い
中
山
間

地
の
人
口
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

利
用
者
は
横
ば
い
と
な
っ
て
お
り
、

人
口
と
の
割
合
を
考
え
る
と
利
用

率
は
微
増
し
て
い
ま
す
。
笹
本
係

長
は
「
せ
っ
か
く
の
地
域
の
交
通

手
段
な
の
で
積
極
的
に
活
用
し
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
す
。

採
算
を
考
え
る
と
、
と
て
も
厳
し

い
で
す
」
と
実
情
を
説
明
し
ま
す
。

　
平
成
16
年
に
、
市
の
交
通
体
系

は
大
き
く
改
革
さ
れ
ま
し
た
。
中

山
間
地
を
走
る
路
線
バ
ス
の
廃
止

が
決
ま
り
、
代
替
交
通
と
し
て

市
内
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
よ

る
「
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
」
が
８

月
に
ス
タ
ー
ト
。
ま
た
、
先
だ
っ

た
６
月
に
は
熊
本
電
鉄
の
運
行
で

市
街
地
を
走
る
「
き
く
ち
べ
ん
り

カ
ー
」
が
始
動
し
ま
し
た
。

　
当
時
、
交
通
体
系
の
再
編
を
担

当
し
た
笹さ

さ

本も
と

聖せ
い

一い
ち

係
長
（
現
社
会

体
育
課
）
は
「
中
山
間
地
の
路
線

バ
ス
は
、
停
留
所
が
遠
く
て
利
用

を
た
め
ら
う
人
も
多
か
っ
た
。
で

も
、
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
は
自
宅

前
で
乗
り
降
り
が
可
能
。
中
山
間

地
の
公
共
交
通
空
白
地
帯
が
解
消

さ
れ
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、
べ
ん
り
カ
ー
に
つ
い
て

「
路
線
バ
ス
よ
り
停
留
所
が
多
い

の
で
、
よ
り
バ
ス
停
が
近
く
な
っ

た
人
も
多
い
。
市
街
地
で
も
、
停

留
所
ま
で
距
離
が
あ
り
外
出
が
難

し
い
人
も
い
た
。
べ
ん
り
カ
ー
に

よ
っ
て
市
街
地
の
交
通
弱
者
を
助

け
る
効
果
も
あ
り
ま
し
た
」
と
説

明
し
ま
す
。

公
共
交
通
の
空
白
地
域
を

作
ら
な
い

　
山
あ
い
の
水
源
地
区
。
平
成
16

年
に
路
線
バ
ス
が
廃
止
さ
れ
、
多

く
の
住
民
が
車
に
頼
る
生
活
を
し

て
い
ま
す
。
運
転
で
き
な
い
人
に

と
っ
て
公
共
交
通
は
日
常
生
活
の

生
命
線
。
住
民
の
森も

り

美み

智ち

子こ

さ
ん

（
原
細
永
）
は
「
安
価
で
病
院
や

買
い
物
に
行
け
る
あ
い
の
り
タ
ク

シ
ー
の
存
在
は
大
き
い
。
本
当
に

助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
か
つ
て
本
市
は
熊
本
電
気
鉄
道

菊
池
線
が
市
街
地
ま
で
走
り
、
山

あ
い
の
集
落
に
は
路
線
バ
ス
が
運

行
し
て
い
ま
し
た
。「
昔
は
地
域

に
商
店
も
あ
り
、
バ
ス
も
廃
止
前

で
し
た
。
日
常
生
活
に
問
題
は
な

か
っ
た
」
と
森
さ
ん
は
振
り
返
り

ま
す
が
、
近
年
は
自
家
用
車
の
普

及
や
過
疎
化
な
ど
で
公
共
交
通
の

利
用
者
が
減
少
。
昭
和
61
年
に
は

市
内
を
走
る
電
車
が
廃
線
に
な
り
、

平
成
に
入
る
と
路
線
バ
ス
も
縮
小

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
路
線
を
持
つ
九
州
産
交

バ
ス
株
式
会
社
の
佐さ

藤と
う

正ま
さ

直な
お

さ
ん

は
「
多
く
の
地
方
都
市
で
バ
ス
の

利
用
者
は
減
り
続
け
て
い
ま
す
。

あいのりタクシーの利用者数

12,500

10,000

7,500

5,000

2,500

0

人

あいのりタクシーときくちべんりカー

交通弱者を救う
交通システム
かつて鉄道や路線バスが主な手段だった本市
の公共交通。昭和の終わり頃から転換期を迎
え、平成に入り新たな交通体系が誕生しました。
新交通システムの導入経緯や歩みなどを振り
返ります。

H20

12,058

H22

12,332

H24

10,792

H26

11,149

H28

11,212

H30

11,716

5 42019 November広報きくち2019 November広報きくち



目的地 第1便 第2便 第3便 第4便
市街地
など

予約時間 前日のみ 7：00～9：00 7：00～11：00 7：00～13：00
運行時間 8：00～8：30 10：00～10：30 12：00～12：30 14：00～14：30

▼水源地域線、龍門地域線、旭志東部地域線

目的地 第1便 第2便 第3便 第4便
市街地
など

予約時間 前日のみ 7：00～9：00 7：00～11：00 7：00～13：00
運行時間 8：30～9：00 10：30～11：00 12：30～13：00 14：30～15：00

▼七城地域線

目的地 第1便 第2便 第3便 第4便
市街地
など

予約時間 前日のみ 7：00～9：30 7：00～11：30 7：00～13：00
運行時間 8：30～9：00 10：30～11：00 12：30～13：00 14：30～15：00

▼泗水西部地域線、泗水東部地域線

出発時間と予約受付時間一覧

運行曜日 利用案内

料金

運行地域

※前日の予約時間は16：00～19：00です。

水源地域線、七城地域線　　　　　☎0968（26）5011
龍門地域線、旭志東部地域線　　　☎0968（26）5022
泗水西部地域線、泗水東部地域線　☎0968（38）0411

月曜日～金曜日

キクチ観光タクシー 菊熊タクシー 一真タクシー 泗水タクシー

片道 200円～1,200円
※区域により異なります。

水源地域、龍門地域、七城地域、
旭志東部地域、泗水西部地域、泗
水東部地域

目的地 第1便 第2便 第3便 第4便

自 宅 予約時間 7：00～10：00 7：00～12：00 7：00～13：30 7：00～15：00
運行時間 11：00～11：10 13：00～13：10 15：00～15：10 16：30～16：40

▼水源地域線、龍門地域線、旭志東部地域線、泗水西部地域線、泗水東部地域線、七城地域線

予約センター

中山間地や郊外といった公共交通の
空白地帯と市街地を結びます。水源、
龍門、七城、旭志東部、泗水西部、
泗水東部の６路線が運行しています。

予約センターの声

宮
みや

崎
ざき

芳
よし

雄
お

さん（富納）

あいのり
タクシー

地域とまちなかを結ぶ

お 客さまからの電話を受け
て、各タクシー会社に予

約を配分。センターは３人で担当
し、顧客データを管理していま
す。電話のみのやりとりなので
相手の顔は見えないけれど、「助
かっている」「いつもありがとう」
という声を聞くとうれしいです。

運
行
は
平
日
の
み
で
、
利
用

に
は
事
前
の
電
話
予
約
が

必
要
。
同
じ
方
面
に
向
か
う
利
用

者
を
乗
せ
る
相
乗
り
方
式
で
、
乗

降
の
区
域
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

通
常
の
タ
ク
シ
ー
よ
り
安
い
料
金

設
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
各
路
線

と
も
１
日
４
便
が
運
行
（
下
記
参

照
）。
上
記
の
市
内
４
事
業
者
が

協
力
し
、
持
ち
回
り
で
各
地
域
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

有
限
会
社
キ
ク
チ
観
光
タ
ク

シ
ー
の
野の

口ぐ
ち

務つ
と
む

営
業
所
長
は
「
交

通
面
で
困
っ
て
い
た
人
の
助
け
に

な
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
使
っ
て

も
ら
い
た
い
の
で
、
も
っ
と
広
く

知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
。
若
い
世
代

の
利
用
も
歓
迎
で
す
」
と
呼
び
か

け
ま
す
。

　
買
い
物
や
病
院
と
い
っ
た
日
常

的
な
利
用
だ
け
で
な
く
、
鳳
来
地

区
に
あ
る
聖
護
寺
の
参
拝
に
使
う

人
も
い
る
そ
う
。
ま
た
、
土
日
は

観
光
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
の
菊
池

渓
谷
線
、
竜
門
ダ
ム
線
、
鞠
智
城

線
が
運
行
し
て
お
り
、
ハ
イ
キ
ン

グ
や
写
真
撮
影
と
い
っ
た
目
的
で

の
利
用
者
も
い
ま
す
。

❶自分１人の予約だけでどなたでも利用できます。
❷予約をしていないと利用できません。
❸キャンセルや予約の変更は、必ず連絡をしてください。
❹ 市街地行き・各地域行きの便は、自宅の玄関先まで送り迎えします。
❺ 行き先によって乗車するタクシーが違う場合があります。乗務員の指示

に従ってください。
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西回り（菊之池）コース

【１便】 電鉄プラザ   ８：30発
【２便】 電鉄プラザ 10：00発
【３便】 電鉄プラザ 11：30発
【４便】 電鉄プラザ 13：30発
【５便】 電鉄プラザ 15：00発
【６便】 電鉄プラザ 16：30発

【１便】 電鉄プラザ   ９：13発
【２便】 電鉄プラザ 10：43発
【３便】 電鉄プラザ 12：13発
【４便】 電鉄プラザ 14：13発
【５便】 電鉄プラザ 15：43発
【６便】 電鉄プラザ 17：13発

東回り（隈府）コース

東
回
り

西
回
り

路線図

運行曜日 利用案内

料金

月曜日～土曜日

１乗車 100円
子ども、身障者手帳・療育手帳を
お持ちの人、介護者は50円。

まちなかで下車する山城さん。買い
物のため他にも多くの人が利用する

※ ㈰・㈷・振替休日・年末年始（12月31
日～１月２日）は運休します。

市街地を環状ルートで巡回。直線的に走る
路線バスを補完する役割があり、従来の路
線バスと比べてより細かい移動が可能です。

利用者の声

山
やま

城
しろ

雅
のり

子
こ

さん（袈裟尾）

きくち
べんりカー

市街地巡回バス

週 に２回ほど買い物で利用
しています。温泉や銀行

に行くときも便利なので、とても
重宝しています。バスの乗客は
名前も家も知らないけれど、顔
を合わせれば話が弾みます。一
人で家にこもっているより健康
的だし、バスに乗ること自体も楽
しいですね。

特 集  地域を結ぶー

❶�東回りコースと西回りコースを
交互に運行します。

❷�コースが変わっても、引き続き乗
車できます。

菊
池
プ
ラ
ザ
を
拠
点
に
東
回
り

と
西
回
り
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、

１
日
６
便
が
市
街
地
を
巡
回
。
約

１
時
間
半
で
１
周
し
ま
す
。
距
離

に
関
係
な
く
１
回
１
０
０
円
で
乗

車
が
可
能
。
日
曜
や
祝
日
、
年
末

年
始
は
運
休
で
す
。

　
運
行
す
る
熊
本
電
気
鉄
道
株
式

会
社
の
坂さ

か

本も
と

昭あ
き

文ふ
み

乗
合
事
業
部
長

は
「
地
域
交
通
手
段
と
し
て
機
能

し
て
い
る
。
市
と
連
携
し
て
現
場

の
意
見
を
取
り
入
れ
、
こ
れ
か
ら

も
み
ん
な
で
育
て
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
」
と
説
明
し
ま
す
。

　
買
い
物
や
病
院
に
行
く
高
齢
者

だ
け
で
な
く
、
通
勤
、
友
人
と
の

食
事
会
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
く
学

生
、
美
容
院
、
温
泉
な
ど
利
用
は

さ
ま
ざ
ま
。
支
援
が
必
要
な
児
童

が
将
来
自
立
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
施
設
の
授
業
の
一
環
と
し
て

バ
ス
の
乗
車
方
法
の
勉
強
に
利
用

し
た
例
も
あ
り
ま
し
た
。
市
街
地

を
網
羅
し
て
お
り
バ
ス
停
間
の
距

離
が
近
い
た
め
、
べ
ん
り
カ
ー
か

ら
一
般
の
路
線
バ
ス
の
停
留
所
ま

で
乗
車
し
、
乗
り
換
え
に
利
用
す

る
人
も
い
ま
す
。
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趣
味
も
続
け
ら
れ
、充
実
の
日
々

　
病
院
と
買
い
物
が
主
な
利
用
で

す
が
、
義
子
さ
ん
に
は
も
う
ひ
と

つ
大
事
な
用
事
が
。「
七
城
中
学

校
の
陶
芸
教
室
に
通
っ
て
い
る
の
。

あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
が
無
か
っ
た

ら
趣
味
は
諦
め
な
き
ゃ
い
け
な

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

友
人
に
も
、
あ
い
の
り
タ
ク

シ
ー
を
教
え
て
あ
げ
た
そ
う
。「
便

利
な
生
活
が
維
持
で
き
て
い
る
の

は
、
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
が
あ
る

か
ら
。本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
二
人
は
声
を
揃
え
ま
し
た
。

病
院
と
買
い
物
に
利
用

　
利
用
の
き
っ
か
け
は
約
２
年
前

に
夫
の
正ま

さ

和か
ず

さ
ん
の
目
が
悪
く
な

り
、
遠
方
へ
の
運
転
が
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
で
し
た
。
妻
の
義よ

し

子こ

さ
ん
は
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
ま

せ
ん
。
義
子
さ
ん
は
「
病
院
や
整

骨
院
に
は
、
夫
婦
で
毎
週
通
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
バ
ス
は
廃
止
さ

れ
て
い
た
の
で
、
あ
い
の
り
タ
ク

シ
ー
を
使
い
は
じ
め
ま
し
た
」
と

説
明
し
ま
す
。

　
整
骨
院
の
診
察
が
終
わ
っ
た
後
、

義
子
さ
ん
は
買
い
物
の
た
め
一
人

で
ス
ー
パ
ー
へ
。
足
が
悪
い
正
和

さ
ん
は
整
骨
院
で
待
機
し
ま
す
。

「
他
の
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
の
利

用
者
も
待
合
室
に
い
る
の
で
、
世

間
話
を
し
て
発
車
時
刻
ま
で
待
っ

と
る
と
よ
」。
正
和
さ
ん
は
整
骨

院
か
ら
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
に
乗

車
。
ス
ー
パ
ー
で
義
子
さ
ん
が
合

流
し
、
帰
路
に
つ
き
ま
す
。

夫
婦
で
利
用
し
て
い
る
本も

と

山や
ま

さ
ん
夫
妻
。
使
い
始
め

た
き
っ
か
け
や
目
的
、感
想
な
ど
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

本
もと

山
やま

義
よし

子
こ

さん㊧  正
まさ

和
かず

さん㊨
（菰入）

「夫
婦
で
毎
週
使
って
い
ま
す
」

運転手の声 運転手の声

熊本電気鉄道 キクチ観光タクシー

下
しも

村
むら

征
せい

市
いち

さん（阿蘇市） 笹
ささ

原
はら

友
とも

子
こ

さん（大琳寺）

気 持ちよく利用してもらえるよう、元
気ある挨拶を心がけています。体

が悪い人も多いので、買い物の荷物を
持ってあげることも。「あなたが来てくれ
てよかった」の言葉がうれしいです。

週 ４日運転を担当しています。高齢
のお客様が多いので、ゆっくり安

全に乗降できるよう少し長めに停車する
など工夫しています。待っている人のため、
これからも安全運転を心掛けていきます。

9 82019 November広報きくち2019 November広報きくち



ス
で
知
り
合
い
顔
見
知
り
に
な
っ

た
人
た
ち
も
多
く
、
停
留
所
で
乗

り
降
り
が
あ
る
ご
と
に
「
今
日

も
病
院
？
」「
久
し
ぶ
り
だ
け
ど
、

体
調
は
大
丈
夫
？
」
と
い
っ
た
会

話
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。「
べ

ん
り
カ
ー
に
乗
る
よ
う
に
な
っ

て
、
お
友
達
も
で
き
ま
し
た
」
と

笑
顔
に
な
る
の
は
岩い

わ

﨑さ
き

イ
ツ
エ
さ

ん
（
片
角
）。「
助
か
っ
て
い
る
の

は
も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
、
遠
出
も
で

き
る
の
で
世
界
が
広
が
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
冒
険
気
分
で
す
」

　
市
民
の
交
通
手
段
を
支
え
る
た

め
に
―
。
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
と

き
く
ち
べ
ん
り
カ
ー
は
、
こ
れ
か

ら
も
走
り
続
け
ま
す
。

必
要
な
人
に
制
度
の
周
知
を

　
近
年
、
全
国
の
多
く
の
都
市
で

高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
み
、
採

算
に
合
わ
な
い
公
共
交
通
の
縮
小

が
続
い
て
い
ま
す
。
中
川
係
長
は

「
住
民
が
安
心
し
て
日
常
生
活
を

送
る
た
め
に
も
、
市
民
の
交
通
手

段
を
支
え
る
公
共
交
通
は
必
要
で

す
。
い
ざ
運
転
が
で
き
な
く
な
っ

た
際
、
公
共
交
通
の
空
白
地
帯
で

生
活
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
地
域

が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
説
明

し
ま
す
。

　
高
齢
者
の
免
許
返
納
や
独
居
者

の
増
加
な
ど
で
、
公
共
交
通
を
必

要
と
す
る
人
は
今
後
も
増
え
続
け

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。「
あ

い
の
り
タ
ク
シ
ー
や
べ
ん
り
カ
ー

を
ま
だ
知
ら
な
い
市
民
も
お
ら
れ

ま
す
。
潜
在
的
な
利
用
者
は
多
く

い
る
は
ず
。
今
後
も
定
期
的
に
周

知
し
て
、
利
用
者
を
増
や
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
」

人
の
つ
な
が
り
も

　
取
材
で
見
え
た
の
は
、
公
共
交

通
を
通
し
て
で
き
た
人
の
つ
な
が

り
。
き
く
ち
べ
ん
り
カ
ー
で
は
バ

市民を支える公共交通
高齢化や人口減少が進み、公共交通の需要は今後も高まり
ます。しかし、あいのりタクシーときくちべんりカーは、まだ
充分に認知されていない現状もあります。

多くの人が利用する葉山団地のきくちべんりカーのバス停。
住民の貴重な交通手段となっている

特 集  地域を結ぶー

「多くの人に利用してほしい」
　あいのりタクシーときくちべんりカーは、運用から15年
を迎えました。７月にあいのりタクシーの予約時間を延長、
10月には増便を行いました。利用者の意見をもとにエリ
ア拡大や時刻変更など、試行錯誤し改善を進めています。
　この事業は市の補助金をもとに、地域の事業者の協力
により成り立っています。生活に欠かせない買い物や病
院だけでなく、趣味や娯楽など利用の幅も広がっています。
多くの世代の皆さまにもっと使っていただきたいので、気
軽にご利用ください。
　あいのりタクシーは、利用方法や料金など詳細は地域
によって異なります。10月の広報と一緒に配布した別紙

の利用案内や、市のホーム
ページなどを参照していた
だけたらと思います。不明
な点があれば、気軽にお尋
ねください。

企画振興課地域振興係

あいのりタクシーの利用案内 中
なか

川
がわ

敬
けい

三
ぞう

係長

担当者の声
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